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4. 林業試検林のスギ・ヒノキ幼齢林の生育状況

市村 邦之・亀谷行雄

I はじめに

近年、各林業地で生産目標の見直しゃ、生産される木材の銘柄化を図ろうとする

流れがある。乙れは、東京の林業地域においても同様である。

現在、東京都西多摩地域における林業生産の目標は、従前の足場丸太から脱却し、

新たな生産目標を模索している状況にあると考えられる。

乙のため、当場林業試験林内に、スギおよびヒノキ施業林が設定されている。乙

の施業林は、優良大径材や小角材のほか、多様な生産目 標に合致した施業技術体系

を確立し、経済的Eつ合理的な林業経営を検討する ζ とを狙いとしている。

今回、との施業林のすべての植栽区が植栽後 5年を経たととろで、乙れまでに実

施した活着調査および生長量調査の資料に基づいて、植栽密度の影響がどの程度現

われているのか、乙の比較を試みたものであり、その結果を報告する。

n 調査林分と調査の方法

1. 調査林分

調査林分は、東京都西多摩郡日の出町平井の当場林業試験林内tとあるスギと

ヒノキの施業林である。との施業林は、スギ・ヒノキともに面積が 1haであり、

それぞれに植栽密度の異なる試験区（ 3000本／ha植栽区・ 6000本／ha植栽区

・12000本／ha植栽区）が設けである 。標高は、 220mから 270mの聞に位置

し、植栽木は、 当地方ーで慣習的に植栽 されているスギおよびヒノキである。ま

た、いずれの植栽区も拡大造林である。

表 1は、調査林分の植栽時の状況を示したものである。

なお、 スギ 3000本／ha植栽区・同 6000本／ha植栽区 ・同 12000本／ha植栽

区は、以下それぞれ S3区 ・S 6区 ・S12区とし、 ヒノ キについても 同様に、

H3区・ H6区・ H12区とする。
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植栽 区

s 3区

s 6区

S 1 2区

H 3区

H 6区

HI  2区

2. 調査の方法

(1) 活着調査

表 1 植 栽時の状況

面 積（ha) 植栽本数（本） 植栽年月

0. 6 2,0 0 4 S 5 6. 4 

0. 2 1, 3 3 9 S 5 7. 4 

0. 2 2, 0 9 9 S 5 7. 4 

0. 6 1, 7 1 2 S 5 7. 4 

0. 3 1, 9 1 8 S 5 8. 4 

0. 1 1, 1 6 4 S 5 8. 4 

植栽後約 6カ月を経過した時点で、 活着状況を全数調査 した。

(2) 生長量調査

植栽後 3生長期を経過した時点で樹高を、 5生長期を経過 した時点で、樹

高・胸高直径・枝下高を測定した。また、樹高と胸高直径から形状比を求め

た。なお、枝下高はスギについてのみ測定 した。

調査項目別の測定方法は、次のとおりである。

樹 高：測定稗を用いて 0.1 m単位で測定した。

胸高直径：斜面上側地上 1.2 m部位の周囲を 0.1 cm単位で測定し、直径

を算出した0 4 
形状比 ：樹高を胸高直径で除して求めた。

枝下高：樹高と同様に測定した。

(3) 生存率

活着調査および生長量調査の資料をもとに、それぞれの時点での個体数と

造成時の植栽本数から求めた。

]I 調査林分の施業経過

図 1は、 施業林各植栽区の手入れ経過を、植栽時を基準にして示したものである。
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図 1 施業林植栽区別の手入れ経過
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N 結果および考察

(1) 生長量

1) 3年生時

表 2は、植栽後 3年を経過した林

分の樹高調査の結果を、植栽区毎lと

示したものである。

ζ の結果をもとに、 t検定lとより

平均値の差の比較を行なったところ、

表 3のとおり、 5%の範囲で、 S6 > 
s 12>s 3、H6>H12>H3であった。

表 2 3年生林分調査結果

植栽区 平均樹高土 S.D. （飢〉

s 3区 2. 5 1 土 0. 3 9 

s 6区 2. 9 7 土 0. 4 3 

S 1 2区 2. 9 0 土 0. 5 0 

H 3区 (" 2. 2ν 士 0. 3 2 

H 6区 2. 4 2 土 0. 3 4 

H 1 2区 <2.uJ土 0. 3 5 

。叶 r

てア戸

表 3 3年生林分の t検定結果

S 3とS6 I S3とS12I S6とS12IH3とH6 H6とH12 

3 1. 8 0 2 7. 4 7 4. 1 5 1 8.9 7 1 3. 1 8 

全区間 5%の範囲で有意差あり
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2) 5年生時

表 4は、植栽後 5年を経過した林分の樹高・胸高直径・形状比および枝下

高についての調査結果を、植栽区毎に示したものである。

表 4 5年生林分調査結果

植栽区 平均樹高土 S.D.(m)平均胸高直径± S.D.(cm) 平均形状比± S.D. 平均校下高士S.D.(cm)

s 3 3.7 0土0.65 3.9 9土09 5 95. 03士 15.50 1. 4 3 + 0. 2 7 

s 6 3.6 5士 0.63 3.9 5士08 7 92. 74土 16.49 1. 2 8土 0.2 2 

S 1 2 3.8 6土 0.61 3.6 7土o.7 4 107. 00土 12.73 1. 2 8土o.2 4 

H 3 3.6 3土o.5 0 3.6 3土0.84 10 3. 53土 18.20 

H 6 3.9 4土 0.4 5 4.2 2士o.7 7 95. 26土 13.17 

H 1 2 3.7 7土 0.4 5 3.4 6土o.6 6 111.47土 17. 07 

乙の結果をもとに、 t検定iとより平均値の差の比較を行なったと乙ろ、表

5のとおりであった。

~ S 3とS6 

樹 高 2. 1 6 
＊ 

胸高直径 1. 2 1 

形 状 比 4 0 0 
＊ネ

校 下 高 1 6.5 2 ** 

樹高

表 5 5年生林分の t検定結果

S3とS12 

7.9 5 
＊＊ 

1 1. 7 6 ホ＊

2 6.4 1 
＊司ド

l 8.3 8 ＊ネ

S6とS.12 H3とH6 H3とHl2 

9. 3 9 
キ＊

1 9. 3 2 ** 7. 5 6 
＊ホ

9. 7 5 
傘＊

2 1. 7 0 ** 5. 7 0 ** 

2 7. 5 0 ** 1 5. 5 0キ＊ 1 1. 6 0 キ＊

。

料 1%の範囲で有意差あり

* 5 %の範屈で有意差あり

H6とH1 2 

9.9 4 
＊＊ 

2 7. 4 0 
キ＊

2 8.8 7 ** 

スギの各植栽区の平均樹高とその標準偏差は、 S3区が 3.7 0 ± 0. 6 5 m、 S6 

区が 3.6 5士 0.6. 3 m、 S 1 2区が 3.8 6 ± 0. 6 1 mであった。 t検定によ り平均

値の差の比較を行なったと乙ろ、 5%の範囲で、 S 1 2区＞ S3区＞ S6区であっ
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同様にヒノキでは、 H3区が 3.6 3土 0.5 0 m、H6区が 3.9 4士 0.4 5 m、H

1 2区が 3.7 7土 0.4 5 mであった。また、比較の結果は、 5%の範囲で、 H6区

>H  1 2区＞ H3区であった。

上長生長（樹高生長）には、立木密度より立地環境の影響が大きいものと考えら

れており、植栽区間の乙の生長差も立地環境の差異によるものであると思われる。

胸高直径

スギについて、植栽区毎の平均胸高直径とその標準偏差は、 S3区が 3.9 9土

0. 9 5 cm、 S6区が 3.9 5土 0.8 7 cm、S1 2区が 3.6 7土 0.7 4 cmであった。

（ぐ とれを樹高同様に、 t検定を用いて平均値の差の比較を行なったと乙ろ、 5%の

範囲で、 S 3 区 ~S6 区＞ S 1 2区であった。

同様にヒノキでは、 H3区が 3.6 3土 0.8 4 cm、H6区が 4.2 2土 0.7 7 cm、

H 1 2区が 3.46土 0.6 6 cmで、あり、比較の結果は、 5%の範囲で、 H6区＞ H3

区＞ H 1 2区であった。

肥大生長（直径生長）は、立地環境の影響を受けるとともに、植栽密度の影響も

強く受けるものと考えられており、との結果も双方の影響を受けたものと思われる。

形状比

スギの各植栽区の平均形状比とその標準偏差は、 S3区が 95. 0 3士15. 5 0、

S 6区が 92. 7 4士16. 4 9、 S1 2区が 10 7. 0 0士12. 7 3であった。乙れを

t検定を用いて平均値の差の比較を行なったととろ、 5%の範囲で、 S1 2区＞ s
3区＞ S6区であった。

同様にヒノキでは、 H3区が 10 3. 5 3土 18. 2 0、H6区が 95. 2 6士 13. 1 

7、H 1 2区が 111.47土 17. 0 7であり、比較の結果は、 5%の範囲で、 Hl

2区＞ H3区＞ H6区であった。

スギ・ヒノキともに、耐性を向上させるために、形状比を乙れより低く抑える必

要があると思われる。

枝下高（スギのみ）

植栽区毎の平均枝下高とその標準偏差は、 S3区が 1.4 3土 0.2 7 m、S6区が

1. 2 8土 0.2 2 m、 S1 2区が 1.2 8土 0.2 4 mであった。とれを t検定を用いて

平均値の差の比較を行なったととろ、 5%の範囲で、 S 3 区＞ S6 区~ S 1 2区で

あった。
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各植栽区の聞に明らかな差異が生じない原因は、枝払い後の期間が短いためと思

われる。

植栽区

S 3区

S 6区

S 12区

H 3区

H 6区

H 12区

(2) 活着率と生存率

植栽当年の活着調査および 3年目・ 5年目の生長量調査の資料をもとに集計

した結果、表 6Iζ示すとおりであった。

5年生時に生存率が低下している理由の 1っとして、昭和 61年 3月の雪害

の影響があるものと考えられる。

表 6 5年間の個体数推移と生存率

植栽本数（本） l，年生時（活着率） (%) 補植本数 3年生時（生存鞠（係） 5年生時（生存率）（労）

＊ ＊ 

2, 0 0 4 1, 9 7 9 (89. 7) 2 5 2,0 0 0 ( 99. 8) 1, 9 8 2 (9 8. 9) 

1, 3 3 9 1, 3 0 2 (97. 2〕 。 1,302 (97.2) 1. 2 5 7 ( 94. 0) 

2, 0 9 9 1, 9 8 5 ( 94. 6) 。 1, 9 8 5 ( 94 6) 1, 9 4 2 ( 92. 5) 

1, 7 1 2 l, 6 9 9 ( 99. 2) 。 1,699 ( 99. 2) l, 6 3 8 ( 98. 8) 

1, 9 1 8 1,8 7 7 ( 97. 9) 。 1, 8 7 7 ( 9 7. 9) 1, 8 1 9 ( 94. 8) 

1, 1 6 4 1,143 ( 98. 2) 。 1, 1 4 3 ( 98 2〕 1, 1 1 9 ( 96. 1) 

ホ補植を含む

N まとめ

スギおよびヒノキ林分の生長量調査を、植栽後 5年聞について実施した。その結

果、初期 5年聞においては、スギ・ヒ ノキと もに、植栽密度の異なる植栽区聞に生 4 
育の差が認められたが、その原因が、植栽密度の差異によるものであるのか、立地

環境の違いによるものであるのかは明らかではなかった。
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